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廣
助
旅
日
記
の
紹
介

平
成
二
十
八
年
九
月

廣
助
は
我
家
創
設
覺
兵
衛
の
二
代
目
に
な
り
ま
す
。
廣
助
も
本
家
か
ら
の
養
子
で
、
覺
兵
衛
と
は
叔
父
と
甥
の
関
係
に
な
り
ま
す
。

そ
の
廣
助
が
書
い
た
旅
日
記
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
紹
介
し
ま
す
。

●
そ
の
頃
の
廣
助

廣
助
の
旅
日
記(
下
写
真
右

縦20.4

㎝

横9.3

㎝)

は
文
化
九
年(

約
二
百
年
前)

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
廣
助
三
十
一
歳
の
頃
で
す
。

廣
助
が
養
子
婿
に
来
た
の
は
文
化
三
年
二
十
五
歳
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
養
父
覺
兵
衛
の
息
子
が
文
化
二
年
四
月
に
七

歳
で
亡
く
な
り
家
を
継
ぐ
者
が
無
い
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
、
廣
助
の
娘
が
文
化
十
年
に
七
歳
で
死
亡(

文
化
三
年
誕
生)

の
位
牌(

下
写
真

中
央)

が
残
っ
て
い
る(

四
坊
山
に
墓
は
な
い)

こ
と
か
ら
推
測
し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
文
化
三
丙
寅
春

黒
椀
拾
人
前

南
紀
栗
屋

五

兵
衛
」
と
箱
書(

下
写
真
左)

さ
れ
た
空
箱
が
あ
り
ま
し
た
。
廣
助
の
結
婚
で
用
意
し
た
品
で
し
ょ
う
。
婿
入
の
翌
年
養
父
が
亡
く
な
り
、

文
化
五
年
に
主
屋
居
室
部
を
建
立
、
文
化
六
年
に
郷
士
職
譲
受
、
文
化
七
年
に
主
屋
座
敷
部
建
立
と
続
き
ま
し
た
。
ま
た
、
座
敷
部
の

整
地
面
の
下
に
整
地
面
が
あ
り
、
胞
衣
壷
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
位
置
に
旧
居
室
部
あ
り
、
座
敷
部
建
立
前
に
撤
去
し
一
部
移
築

し
た
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
多
忙
な
日
々
を
過
ご
し
、
文
化
九
年
に
旅
に
出
て
い
ま
す
。

養
父
覺
兵
衛
が
建
物
、
郷
士
譲
受
も
計
画
し
、
そ
れ
を
成
し
遂
げ
る
前
に
養
父
は
亡
く
な
る
。
そ
れ
を
達
成
し
自
由
を
得
た
廣
助
が

旅
を
計
画
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
覺
兵
衛
の
メ
モ
と
思
わ
れ
る
資
料
か
ら
足
軽
で
参
勤
交
代
に
随
行
し
た
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

そ
の
旅
の
話
を
聞
く
か
、
も
し
く
は
持
ち
帰
っ
た
旅
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
見

て
い
た
こ
と
も
想
像
で
き
ま
す
。
養
父
の
言
い
渡
し
の
重
荷
が
解
け
旅
に

出
た
の
で
し
ょ
う
か
。

廣
助
は
旅
か
ら
戻
っ
た
後
も
文
化
九
年
に
長
男
源
右
衛
門
正
方
の
誕
生
、

文
化
十
年
に
長
女
の
死
去
、
次
男
文
助
正
理
の
誕
生
、
道
具
蔵
の
建
設(

移

築)

等
と
忙
し
い
人
で
し
た
。

●
入
湯
願
そ
し
て
出
発

旅
の
話
に
入
り
ま
す
。
ま
ず
出
発
の
手
続
で
す
。
以
前
に
紹
介
し
ま
し

た
が
、
文
化
九
年
三
月
に
入
湯
願
の
扣
が
数
枚
残
っ
て
お
り
何
回
か
提
出

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
こ
に
は
「
病
弱
で
医
者
の
進
め
も
あ
り
療
養
の

た
め
有
馬
温
泉
へ
行
か
せ
て
下
さ
い
」
と
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
文
書
を
見
る
と
面
白
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

・
そ
の
一

医
師
の
診
断
書
及
び
証
人
付

次
頁
下
右
写
真

奉
願

私
義
近
年
腰
痛
仕
醫
師
黒
岩
雲
仙
調
業

相
用
候
得
共
同
然
二
付
有
馬
入
湯
可
然
旨
差
圖

仕
候
間
於
有
馬
七
廻
リ
入
湯
御
暇
被
仰
付
よ
り
今
度

奉
願
候
尤
家
来
壹
人
召
連
立
川
口
通
リ

罷
越
帰
リ
ハ
甲
浦
通
罷
帰
り
度
奉
存
候
勿
論

御
国
御
法
度
堅
相
守
猥
リ
ニ
遊
興
ケ
間
敷
義

且
奉
願
日
數
之
外
他
国
ニ
居
留
り
等
仕
間
敷
候

別
證
據
人
門
田
與
右
衛
門
相
立
差
上
申
候
間

奉
願
通
御
聞
届
被
仰
付
候
今
度
奉
願
候

右
之
趣
宜
様
御
執
成
被
仰
付
候
今
度
奉
願
候
以
上
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安
岡
弘
助

文
化
九
年
申
二
月

谷
村
七
之
丞
殿

深
尾
藤
右
衛
門
殿

右
安
岡
弘
助
腰
痛
仕
尓
来
私
療
治
仕
候

得
共
今
々
同
然
二
御
座
候
ニ
付
有
馬
入
湯
可
然
旨

差
シ
圖
仕
候
□
相
違
無
御
座
候

以
上

月
日

黒
岩
雲
仙

安
岡
弘
助
奉
願
候
趣
相
違
無
御
座
候
ニ
付

私
證
據
人
ニ
相
立
申
候

以
上

月
日

門
田
與
右
衛
門

・
そ
の
二

郷
士
身
分
証
明
付

下
左
写
真

(

裏
に
表
と
関
係
な
い
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る)

差
出

一
上
下
男
弐
人

壱
人

深
尾
丹
波
殿
御
預
郷
士

安
岡
廣
助

壹
人

家
来

藤
七

右
者(

ハ)

私
儀
近
年
病
症
口
■
二
付

者
有
馬
日
數
五
廻
り
入
湯
仕
度
尤
大

坂
御
屋
敷
江
茂
立
寄
り
申
度
奉
願
以

願
之
通
御
聞
届
被
仰
付
候
ニ
付
来
ル
十
一
日

出
足
立
川
口
通
罷
越
之
間
出
御
切
手

被
仰
付
被
下
度
奉
願
候

以
上

安
岡
廣
助(

丸
印)

文
化
九
申

三
月
九
日

御
奉
行
所

い
ず
れ
の
願
い
も
往
き
は
四
国
山
脈
を
越
え
る
立
川(

た
じ
か
わ)

の
関
を
通
り

た
い
と
あ
り
ま
す
。
前
頁
に
は
帰
り
は
海
路
で
甲
浦
と
な
っ
て
い
ま
す
。
右
下
写

真
の
差
出
日
付
が
三
月
九
日
と
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
前
頁
写
真
は
証
人
の
覧

の
月
日
は
未
記
入
、
本
文
で
は
二
月
の
み
記
載
で
日
付
な
し
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
二
月
提
出
分
の
控
な
の
で
し
ょ
う
。

右
下
写
真
で
十
一
日
に
出
足
し
立
川
口
を
通
過
し
た
い
と
あ
り
ま
す
。
藩
外
出
足
の
許
可
を
貰
い
出
発
直
前
の
関
所
通
過
の
切
手
を

貰
う
仕
組
み
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
当
初
、
二
月
出
し
た
が
中
々
許
可
が
出
な
い
の
で
三
月
に
再
度
出
そ
う
と
し
た
と
、
考
え
ま
し

た
が
、
許
可
の
通
知
書
が
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
口
頭
で
申
し
渡
さ
れ
、
出
足
直
前
で
関
所
通
過
の
切
手
を
要
求
す
る
と
か
、
そ
の
手

続
は
不
明
で
す
。
九
日
に
提
出
し
て
、
十
一
日
に
切
手
＝
通
行
手
形
ヵ
が
受
け
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
役
所
に
し
て
は
仕
事
が
素
早
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い
の
で
、
手
続
を
調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
藩
外
へ
出
る
手
続
は
面
倒
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
の
旅
日
記

に
見
る
と
藩
外
に
出
た
後
は
チ
ェ
ッ
ク
は
厳
し
く
な
い
よ
う
で
す
。

旅
日
記
に
記
載
さ
れ
た
出
発
は
三
月
十
一
日
で
す
。
旅
日
記
を
見
る
と
色
々
の
方
か
ら
旅
行
用
品
を
頂
き
、
自
分
の
を
含
め
旅
行
準

備
し
て
い
ま
す
。
意
味
不
明
の
物
も
あ
り
ま
す
が
、
次(

上
が
原
文

下
が
解
釈)

に
示
し
ま
す
。

佐
ら
し
＝
サ
ラ
シ
、
左
む
た
い
＝
作
務
衣
、
銛
壹
本(

廣
助)

、
弓
壹
張(

廣
助)

羽
織(

・
・
た=

三
尺
三
寸
な
ど
寸
法
付)

な
ど

慌
た
だ
し
か
っ
た
た
め
か
、
別
れ
の
宴
は
な
い
よ
う
に
見
え
ま
す
。

●
旅
の
行
程

廣
助
の
旅
は
四
国
山
脈
越
え
、
瀬
戸
内
海
を
渡
り
、
海
岸
沿
い
大
坂
、
奈
良
、
京
都
、
大
坂
、
明
石
付
近
か
ら
船(

旅
日
記
記
載
な
し)

で
高
知
に
戻
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
旅
を
辿
っ
て
み
ま
す
。

◆
四
国
⼭
脈
越
え

立
川
関
所
を
抜
け
る
参
勤
の
行
程
は
布
師
田
～
領
石
～
穴
内
～
本
山
～
川
口
～
立
川
～
笹
ヶ
峰
～
馬
立
～
川
之
江
へ
の
道
を
辿
っ
た

よ
う
で
す
。
土
佐
公
記
に
参
勤
の
出
発
後
、
布
師
田
で
祝
い
、
交
代
で
帰
高
の
際
、
同
じ
よ
う
に
布
師
田
で
祝
膳
が
で
て
い
ま
す
。

こ
の
道
土
佐
北
街
道
を
最
近
歩
い
た
記
録(

逆
方
向)

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
あ
り[

一
日
目]JR

川
之
江
～
上
分[

二
日
目]

金
田
～
平

山

[

三
日
目]

平
山
～
堀
切

[

四
日
目]

新
宮
～
下
り
付

[

五
日
目]
笹
ヶ
峰
峠
越
え

[

六
日
目]

立
川
～
大
杉
橋

[

七
日
目]

本
村
～
本
山

[

八
日
目]

領
石
～
高
知
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

旅
日
記
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

三
月
十
一
日

出
発(

山
北
）
～
十
二
日
弥
生(

不
明)

～
十
三
日
立
川(*

下
写
真

右
側)

～
十
四
日
川
之
江

逆
コ
ー
ス
で
上
り
下
り
の
差
が
あ
り
単
純
に
比
較
で
き
ま
せ
ん
が
、
七
日
間
と

四
日
間
の
差
が
あ
り
ま
す
。

旅
二
日
目
に
、
一
見
歌
の
よ
う
な
記
載
で
離
れ
る
故
郷
を
懐
か
し
む
歌
ヵ
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
歌
に
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う
で
し
た
が
、
自
分
の
心
情
「
故

郷
を
離
れ
る
の
が
寂
し
い
」
と
読
む
の
で
し
ょ
う
か
。
何
か
和
歌
を
読
ん
で
い
て

そ
の
流
れ
に
沿
っ
た
わ
ざ
と
ら
し
い
歌
に
も
聞
こ
え
ま
す
。
時
々
、
こ
の
よ
う
に

自
作
の
歌
が
書
き
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。

◆
お
寺
巡
り

十
四
日
川
之
江
か
ら
丸
亀
に
行
き
ま
す
。
次
の
歌
ヵ
が(

下
写
真
左
側)

書
か
れ

て
い
る
ま
す
。

伊
吹
島

通
ふ
小
舟
の
／
朝
巳(

き)

り
春(

の)

長
栄
／
霞

春
の
明
本(

ほ)

能

(

の)

／
月
影
の
／
武
後
瀧
屋
向
ふ

小
舟
の
／
□
□
□
棹
松
ふ
し
／
さ
し
出
の
有

明
濱(

下
写
真
左
側)

有
明
濱
は
現
在
、
川
之
江
付
に
海
水
浴
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
伊
吹
は
宿
泊
し

た
伊
吹
屋
の
こ
と
で
そ
の
付
近
の
風
景
を
歌
っ
て
い
ま
す
。
歩
い
て
「
丸
亀

観

音
寺
」
に
寄
っ
て
い
ま
す
。

十
五
日
か
ら
場
所
が
特
定
で
き
て
い
な
い
の
も
あ
り
ま
す
が
、
大
坊
御
□
見
物
、

彌
谷
寺
、
岩
家
、
前
通
寺(

善
通
寺)

、
昆
比
羅
、
金
昆
孫
と
巡
っ
て
い
ま
す
。

海
路
で
な
く
立
川
口
通
過
で
願
い
出
た
の
は
こ
れ
ら
の
お
寺
を
巡
る
た
め
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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◆
道
中
名
所
旧
跡
巡
り
⼤
坂
へ

お
寺
巡
り
を
終
え
、
十
八
日
瀬
戸
内
海
を
丸
亀
よ
り
渡
り
ま
す
。
参
勤
交
代
で
は
丸
亀
出
船
し
牛
窓
か
ら
播
州(

赤
穂
付
近)

室
津
ま
で

船
路
で
す
。
廣
助
の
船
路
は
不
明
で
す
が
、
今
の
宇
野
付
近
に
出
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
か
ら
陸
路
で
岡
山
の
吉
備
津
宮
参
詣
し
岡

山
に
出
て
い
ま
す
。
陸
路
で
岡
山
に
十
九
日
に
出
て
廿
一
日
に
姫
路
に
着
き
ま
す
。
現
在
の
鉄
道
路
で
宇
野
か
ら
岡
山
経
由
で
姫
路
ま

で
約
百
二
十
キ
ロ
で
す
。
四
日
間
と
し
て
一
日
三
十
キ
ロ(

七
里
半)

時
速
五
キ
ロ
で
六
時
間
、
姫
路
の
前
が
片
島
と
言
う
所
で
宿
泊
し
、

そ
こ
か
ら
六
里
と
あ
り
ま
す
。
一
日
六
里
二
十
四
キ
ロ
か
ら
三
十
キ
ロ
は
歩
い
た
の
で
し
ょ
う
。
大
分
速
足
で
歩
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
速
歩
で
も
、
名
所
旧
跡
、
古
今
和
歌
集
な
ど
に
出
て
来
る
所
に
寄
っ
て
い
ま
す
。
姫
路
以
降
に
尋
ね
た
名
所
旧
跡
と
思

わ
れ
る
場
所
を
次
に
記
載
し
ま
す
。

廿
三
日

・
曾
禰
の
松

・
住
吉
之
宮

・
高
砂
之
松
御
老
之
松

廿
四
日

・
人
丸(

人
麿)

塚

・
逆
本
桜

・
船
梅
正
則
塚

・
舞
子
濱

・
ア
ツ
モ
リ
塚

・
一
谷

・
清
盛
塚

そ
し
て
、
大
坂
に
到
着
で
す
。
藩
外
に
出
る
理
由
に
し
た
有
馬
温
泉
に
は
全
く
近
寄
ら
ず
、
大
坂
に
到
着
で
す
。

そ
の
後
廿
八
日
ま
で
の
四
日
間
、
大
坂
で
何
か
を
見
物
し
て
い
ま
す
。
日
記
が
虫
食
い
で
判
読
で
き
ず
不
明
で
す
。

入
湯
願
い
記
し
た
よ
う
に
「
大
坂
御
屋
敷
」
に
も
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
藩
外
に
出
れ
ば
脱
藩
し
た
者
で
も
取
り
締
ま
り
は
厳
し

く
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

◆
奈
良
名
所
旧
跡
巡
り

廿
九
日
大
坂
を
出
て
一
日
で
奈
良
に
到
着
し
ま
す
。
四
月
朔
日
に
春
日
大
社
に
行
っ
て
ま
す
。
こ
の
と
き
春
日
大
社
の
御
守(

左
写
真)

を
購
入
し
て
い
ま
す
。

四
月
一
日
か
ら
奈
良
の
名
所
旧
跡
を
巡
っ
て
い
ま
す
。

地
名
か
不
明
の
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
見
物
と
書
か
れ
た

後
の
名
と
宿
と
書
か
れ
た
地
名
と
宿
屋
名
を
次
に
記
載
し

ま
す
。

一
日

カ
キ
ノ
本(

柿
本
寺

在
原
寺(

現
在

在
原
神
社

三
輪
明
神*

桜
井
村
「
大
狗
屋
」
に
宿
泊

二
日

談
峯(

＊
談
峯
神
社)

長
谷
寺

三
木
松
「
ぬ
し

屋
」
に
宿
泊

三
日

カ
イ
ト
村
「
坂
本
屋
」
に
宿
泊

四
日

ロ
ケ
ン
茶
屋

「
山
田
屋
」
に
宿
泊

五
日

い
せ
九
谷
太
夫

「
川
之
左
白
屋
」
に
宿
泊

六
日

「
川
畠
屋
」
に
宿
泊

七
日

釈
道
十
里
金
□
モ
ト

「
小
松
屋
」
に
宿
泊

八
日

筆
捨
山
関
及
地
蔵

水
ふ
口
「
泉
屋
」
に
宿
泊

九
日

秀
郷
富
石
山
寺

玉
□
手
山

前
述
の
名
所
旧
跡
を
含
め
こ
の
よ
う
に
計
画
的
に
多
数
の
箇
所
を
巡
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
網
羅
的
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
で
事
前

調
査
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
奈
良
に
着
い
た
日
に
「
別
紙
道
記
通
」
と
記
載
が
あ
り
、
別
紙
は
残
っ
て
い
な
い
し
何
が
「
通
」

り
な
の
か
不
明
で
す
が
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
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◆
お
伊
勢
ま
い
り

大
坂
か
ら
伊
勢
へ
の
街
道
が
あ
り
、
大
坂
か
ら
暗
越
峠
を
越
え
る
奈
良
街
道
を
行
き

奈
良
か
ら
東
に
長
谷
寺
を
通
り
伊
勢
ま
で
行
く
、
伊
勢
本
道
・
初
瀬
街
道
が
あ
り
ま
す
。

廣
助
の
行
程
を
見
る
と
、
一
日
に
奈
良
を
出
て
、
桜
井
村
・
長
谷
寺
を
見
物
し
五
日

に
「
い
せ
九
谷
太
夫
」
の
「
川
之
左
白
屋
」
に
宿
泊(

下
写
真
三
行
目)

し
て
い
ま
す
。

こ
こ
ま
で
の
日
記
の
宿
泊
場
所
の
書
き
方
は
、
地
名
の
次
の
宿
屋
名
・
宿
の
主
人
の
名

で
し
た
の
で
、
「
い
せ
九
谷
太
夫
」
は
地
名
に
な
り
ま
す
。
街(

道
の
道
筋
、
五
日
間

の
行
程
か
ら
「
い
せ
」
は
伊
勢
と
考
え
ま
す
。

行
程
の
記
録
と
は
別
に
お
土
産
な
ど
の
買
物
記
録
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
通
常
の

買
物
で
は
な
い
と
思
う
よ
う
な
項
目
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
二
箇
所
に
あ
っ
た
大
神
宮

で
す
。
後
半
の
記
載
が
下
左
写
真
の
後
か
ら
六
行
目
。

四
月
朔
日

春
日

八
ま
ん

一
銭

四
百
文

御
守
代

同一
同

五
拾
文

墨
代

同
五
日

一
同

九
拾
六
文

大
神
宮

御
初
尾

・
・
・
・
・
・
・

一
八
銭
六
分
弐
厘

□
元
差
引

一
八
銭
五
分
五
厘

同

八
銭
弐
分

同

一
百
八
文

太
神
宮

・
・
・
・
・
・
・

前
半
は
春
日
八
幡
で
御
守
を
四
月
朔
日
に
購
入
後
の
四
月
五
日
の
大
神
宮

御
初

尾
、
後
半
の
太
神
宮
は
日
付
は
特
定
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

大
神
宮
と
は
伊
勢
神
宮
の
こ
と
で
、
初
穂
料
＝
御
初
尾
を
払
い
お
祓
い
を
受
け
た
の

で
し
ょ
う
。
何
故
か
初
穂
料
金
が
違
っ
て
い
ま
す
が
、
一
方
は
家
来
藤
七
の
で
、
後
半

が
廣
助
の
支
払
で
す
。

こ
の
旅
行
の
目
的
は
伊
勢
神
宮
、
お
伊
勢
参
り
で
、
温
泉
療
養
で
は
な
く
、
お
伊
勢

参
り
も
終
わ
て
も
旅
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
旅
の
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。
下
の
写

真
に
そ
の
原
文
で
七
日
目
以
降
を
示
し
ま
す
。

六
日

伊
勢
出
発

朝
熊
二
見
見
物
致

川
畠
屋

宿
泊

七
日

小
松
屋

宿
泊

八
日

筆
捨
屋
関
乃
地
蔵
見
物

水
な
口

泉
屋

宿
泊

九
日

秀
郷
石
山
寺

玉
□
手
山
見
物
致
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六
日
の
朝
熊(

あ
さ
ま)

は
伊
勢
神
宮
の
鬼
門
を
守
る
金
剛
證
寺
が
あ
る
山
で
、
二
見
は
二
見
ヶ
浦
で
伊
勢
付
近
の
海
岸
で
す
。
八
日
に

筆
捨
山
関
乃
地
蔵
を
見
物
し
て
い
ま
す
。
こ
の
山
は
旧
の
東
海
道
の
脇
に
あ
り
、
そ
の
夜
は
水
奈
口
に
宿
泊
し
て
い
ま
す
。
水
奈(

な)

口
は
水
口
で
、
地
元
の
読
み
方
「
み
な
く
ち
」
で
字
に
し
て
い
ま
す
。
地
名
の
多
く
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
よ
う
な
文
書
か
ら
写
し
た
の

で
は
な
く
、
地
元
の
人
に
聞
き
、
書
き
留
め
た
の
で
し
ょ
う
。
意
外
な
の
は
伊
勢
の
裏
山
「
朝
熊
」
で
す
地
元
で
は
「
あ
さ
ま
」
と
話

す
の
に
、
正
し
い
漢
字
名
で
記
載
し
て
い
ま
す
。

廣
助
は
東
海
道
道
を
通
り
九
日
に
大
津
の
近
く
の
石
山
寺
に
入
っ
た
の
で
す
。
京
都
に
十
日
に
入
り
十
日
間
滞
在
し
ま
す
。

九
日
以
降
の
宿
が
京
師(
京
都)
ま
た
は
大
坂
な
の
で
、
五
月
上
旬
ま
で
、
大
坂
、
京
都
で
見
物
か
買
物
を
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

伊
勢
か
ら
京
都
に
入
り
永
逗
留
し
、
大
坂
に
移
り
ま
た
永
逗
留
し
、
計
二
十
日
間
以
上
居
ま
し
た
。

ど
こ
ま
で
が
予
定
し
た
計
画
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

◆
⼤
坂
・
京
都
で
の
買
物

廣
助
は
京
都
・
大
坂
に
二
十
日
間
居
ま
し
た
が
、
何
故
か
見
物
に
行
っ
た
箇
所
の
記
載
は
な
く
、
買
物
、
お
土
産
の
記
録
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
お
土
産
を
名
前
と
対
応
し
て
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば

墨
筆

安
岡
平
四
郎

一
硯
婦
た

杯

留
三
右
衛
門

一
起
せ
流

谷
田
基
六

・
・
・

と
あ
り
ま
す(

上
写
真)

。

墨
筆
の
土
産
は
珍
し
く
、
硯
婦
た
＝
硯
蓋
を
六
、
杯
を
三
十
購
入
し
て
い
ま
す
。
杯
は
小

さ
く
荷
に
か
さ
張
ら
な
い
の
で
、
持
ち
帰
り
土
産
に
良
い
と
思
い
ま
す
。
杯
と
者
し(

は
し)

の
人
と
そ
う
で
な
い
人
が
い
ま
す
。
硯
婦
た
、
蓋
だ
け
貰
っ
て
も
硯
と
箱
が
な
け
れ
ば
用
を

足
さ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
頃
硯
蓋
と
は
菓
子
皿
の
こ
と
の
よ
う
で
す
。
こ
れ
も
平
面

で
荷
に
は
か
さ
張
ら
な
く
て
良
い
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
時
購
入
に
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
が
、
左
に
三
枚
組
の
硯
蓋(

上
左
写
真

大
 
幅 

 
  

奥 
 
  

高 
  

中
 
幅 

 
  

奥 
 
  

高 
  

小
 幅 

 
  

奥 
 
  

高 
   

を
紹
介
し
ま
す
。
。

文
化
九
年
で
煙
草
を
吸
う
人
が
い
た
よ
う

で
す
。
二
人
の
人
に

起
せ
流
＝
キ
セ
ル

を
お
土
産
に
し
て
い
ま
す
。
刻
み
葉
を
地
元

で
手
に
入
れ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
キ
セ
ル

を
お
土
産
に
し
た
谷
田
基
六
、
西
正
十
作
、

姓
を
廣
助
が
記
載
し
て
い
る
か
ら
郷
士
以
上

の
人
で
し
ょ
う
。
墨
の
お
土
産
も
あ
り
、
こ

れ
も
金
水
寺
と
か
安
岡
利
弥
太
な
ど
数
少
な

い
で
す
。

お
土
産
だ
け
で
な
く
当
然
、
自
分
の
も
購
入
し
て
い
ま
す
。
文
化
九
年
で
郷
士
に
な
っ
た
直
後
で
あ
る
た
め
か
、
武
具
、
馬
具
に
余
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り
興
味
を
示
し
て
い
ま
せ
ん
。
綿
製
品
は
地
元
に
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
上
方
の
品
は
良
い
の
か
、
綿
屋
伊
平
か
ら
次
の
品
を
購
入
し

て
い
ま
す
。

一
銀
四
百
弐
拾
匁
也

羽
織
、

一
銀
三
拾
八
匁
也

ち
ヽ
ふ
壹
疋

一
銀
拾
匁
也

志
満
半
疋

一
銀
弐
拾
五
匁
也

紅
志
満
半
疋

羽
織
以
外
は
布
の
種
類
と
思
い
ま
す
が
、
判
り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
、
数
多
く
買
物
を
し
て
い
ま
す
。

九
日
に
石
山
に
入
り
、
十
日
か
ら
京
師
の
近
江
屋
に
宿
泊
、
そ
の
後
に
大
坂
に
入
り
土
佐
屋
に
十
日
間
滞
在
し
ま
す
。

◆
滞
在
と
費
用

前
述
の
よ
う
に
旅
日
記
に
は
宿
泊
し
た
宿
の
名
、
宿
の
在
る
村
名
、
宿
の
主
人
の
名
、
そ
し
て
宿
代
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
宿

代
が
百
弐
拾
文(

前
頁
左
写
真

ハ
タ
コ
に
続
く)

で
す
。
後
日
、
機
会
が
あ
れ
ば
紹
介
し
ま
す
が
、
東
海
道
筋
で
も
ほ
ぼ
同
じ
額
で
す
。

上
か
ら
統
一
指
示
が
出
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
三
月
十
一
日
か
ら
五
月
五
日
ま
で
の
五
十
二
日
間
の
旅
、
宿
代
百
三
十
文
と

し
て
六
千
二
百
四
十
文
。
家
来
一
名
随
行
し
て
い
る
の
で
倍
の
一
万
二
千
四
百
八
十
文
と
な
り
ま
す
。
こ
の
金
額
の
重
さ
が
分
か
ら
な

い
の
で
現
在
の
一
般
的
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
五
千
円
で
計
算
し
て
み
ま
す
。
五
十
二
泊
の
二
人
で
五
十
二
万
円
。
お
土
産
代
、
昼
食
代
な

ど
を
入
れ
る
と
百
万
近
い
金
を
持
ち
歩
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
為
替
な
ど
の
手
法
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

京
都
に
四
月
十
日
に
到
着
し
て
か
ら
、
見
学
先
な
ど
記
載
が
な
く
不
明
で
す
。
出
発
の
五
月
四
日
ま
で
の
二
十
四
日
間
京
師(

京
都)

ま
た
は
大
坂
な
ど
に
滞
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
長
期
滞
在
の
目
的
は
何
に
で
し
ょ
う
か
。
買
物
は
日
付
か
ら
京
都
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
坂
の
十
日
間
も
何
を
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
旅
の
目
的
で
な
く
、
こ
の
永
い
滞
在
何
か
あ
る
か
、
単
に
遊
ん
で
い
た
だ
け
か
、

休
ん
で
い
た
だ
け
か
。
大
坂
の
滞
在
に
つ
い
て
次
の
記
載(

下
写
真)

が
あ
り
ま
す
。

四
月
廿
一
日
大
坂
土
佐
屋

重
兵
衛
宿
ス

五
月
二
日
四
日
出
足

日
数
十
二
日

三
人
前

ハ
タ
ユ
廣
助
ゟ
出

高
砂
之
浦
而
舟
留
ス

・
・
・
・
・

家
来
一
人
が
何
故
か
三
人
前
支
払
っ
て
い
ま
す
。

◆
帰
⾼

五
月
四
日
に
高
砂
浦
か
ら
が
出
帆
し
た
よ
う
で
す
。
高
砂
は
大
坂
か
ら
離

れ
て
い
る
の
で
少
し
疑
問
が
あ
り
ま
す
。
高
知
の
寄
港
は
甲
浦
と
届
て
い
ま

す
が
、
ど
こ
ま
で
行
き
、
ど
こ
か
ら
歩
い
た
の
か
帰
り
の
道
中
は
到
着
日
な

ど
一
切
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
不
明
で
す
。

大
坂
、
京
都
で
の
永
逗
留
、
届
と
異
な
る
旅
の
コ
ー
ス
な
ど
不
思
議
な
点

が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
記
録
か
ら
藩
外
へ
出
る
手
続
は
面
倒
で
す
が
、

出
れ
ば
自
由
は
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
金
が
あ
れ
ば
脱
藩
で
も
自
由
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
の
後
は
廣
助
は
旅
に
出
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
忙
し
く
出
れ
な
か
っ
た
の
か
、
旅
に
疲
れ
た
の
か
。

伊
勢
参
り
で
す
が
、
文
化
九
年
か
ら
百
十
九
年
後
の
昭
和
六
年
に
山
北
の
地
元
で
伊
勢
講
を
作
り
伊
勢
な
ど
の
旅
に
行
っ
て
ま
す
。

船
中
一
泊
で
大
阪
着
、
そ
の
ま
ま
奈
良
の
春
日
神
社
か
ら
伊
勢
へ
、
翌
日
伊
勢
神
社
、
二
見
浦
等
を
参
拝
見
学
し
て
京
都
へ
行
き
宿
泊
、

そ
し
て
京
都
の
名
所
旧
跡
十
八
ヶ
所
を
一
日
で
巡
っ
た
後
、
大
阪
に
行
き
翌
日
戻
っ
て
い
ま
す
。

以
上
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＊番号地図上の●脇番号に対応
１１ 奈良 ３⽉２９⽇

１２ 桜井 ４⽉ ２⽇

１３ 伊勢 ４⽉ ５⽇

１４ 朝熊⼭ ４⽉ ６⽇

１５ 筆捨⼭ ４⽉ ８⽇

１６ ⽔⼝ ４⽉ ８⽇

１７ ⽯⼭寺 ⼤津 ４⽉ ９⽇

１８ 京師(京都) ４⽉１０⽇

から ２０⽇発

１９ ⼤坂 ４⽉２０⽇

から ５⽉ 4⽇出⾜

２０ 明⽯付近⾼砂 ５⽉４⽇

５⽉５⽇出帆

２１ 甲浦 不明

２２ ⼭北 不明

⽂化九年

＊番号地図上の●脇番号に対応
１ ⼭北発 ３⽉１１⽇

２ ⽴川 ３⽉１３⽇

３ 川之江 3⽉ 14⽇

４ 観⾳寺 ３⽉１５⽇

5 丸⻲ ３⽉１５⽇

６ 昆⽐羅など ３⽉１６⽇

３⽉１７⽇

７ 岡⼭ ３⽉１８⽇

８ 姫路 ３⽉２２⽇

９ 明⽯ ３⽉２３⽇

３⽉２４⽇

１０ ⼤坂 ３⽉２５⽇

から ２９⽇出⾜

(７)〜１１ ⼤坂・京都


